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Research Abstract

グリコシル化反応は糖化学の⾯からのみならず有機合成化学全般においても最も重要な反応の⼀つとして認識されている。申請者はアルキン-コバルト錯体がプロ
パルギルカチオンの発⽣を促進するのみならず、安定化する性質に着⽬し、その特製を活⽤した新しいタイプの糖供与体を先ず合成し、それを⽤いた従来法とは全
く異なる新規グリコシル化反応の開発を⾏い、以下の結果を得た。 
1 新しいタイプの糖供与体として創製した鍵化合物のアノマー位側鎖となる4-alkoxy(glycosyl)-6-phenyl-5-hexynoic acid誘導体を1,4-butanediol及びから効率
よく合成する経路を開発した。 
2 上記で合成したアノマー位側鎖とグルコース、ガラクトース、マンノース誘導体と各とのエステル縮合とコバルト錯体形成反応により、新しいタイプの糖供与体
を合成した。 
3 2で合成した新規糖供与体を⽤いて、各種ルイス酸の存在下、-65℃で分⼦内転位型グリコシル化反応を詳細に検討した結果、ルイス酸としてTMSOTfを⽤いた時
に最も効率よくグリコシル化が進⾏することを⾒い出した。 
4 交差実験を⾏い、上記のグリコシル化が強固なイオンペア-を経由して、分⼦内的に進⾏することを証明した。 
以上の様に、従来報告例のない新規な分⼦内グリコシル化反応の開発に成功した。
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